
教職員研究チーム活動状況報告書

研究テーマ分類番号（ １６ ）

研究チーム名

（ カイゼン ）

朝来市立朝来中学校代表者 の所

属・職・氏名 職・氏名 主査 雜賀 秀喜

(1)研究テーマ

学校業務改善の研究

(2)研究経過及び具体的な取組

業務改善の具体的取組について調査活動

・調査場所：鳥取県鳥取市富安2-104-2 さざんか会館

・調査方法：全国公立小中学校事務職員研究会広島支部による学校業務改善に

関する研究会（分科会）参加

・調査成果：「教育課程の実施と学校事務」の関係を考え、業務改善と学校の多

忙感解消に目標値を設定している。具体的方法としては、業務改善

シート「見える化シート」を作成し、学校に存在する事務処理を可

視化し、モレなく・無理なく・無駄なく仕事が進むことをねらって

いる。それは学校行事等さまざまな教育課程に及んでいる。また、

業務改善を進めるにあたって、公益財団法人日本生産性本部コンサ

ルティング部に指導助言を受けている点が注目される。

生徒データベース「生徒名簿一覧表」について調査、研究

・調査方法：アンケート(研究チーム内で報告・分析)

・調査成果：「データベースのより良い構築方法」「どのような業務に利用を拡大

できるか」「セキュリティ対策」などのヒントを得ることができた。

「学校ルールブック」について分析、研究

・調査方法：アンケート(研究チーム内で報告・分析)

・調査成果：朝来中学校「学校ルールブック」の使用頻度、既存の項目以外で必

要な内容、既存の項目で充実すべき内容を得ることができた。

「電子ファイルの共有」について分析、研究

・調査方法：平成２３年度より本格実施している、朝来中学校ネットワークサー

バ共有フォルダ利用の状況を、職員系サーバ（NAS）で調査

(研究チーム内で報告・分析)

・調査成果：校務分掌を基本にした共有フォルダを第１～第３階層まで構築して

おり、第１階層フォルダは追加・修正・削除不可にし、第２、第３

階層フォルダは必要に応じて追加可能にしている。半年以上経過し

た利用状況から、Ｈ２４年度用のフォルダを作成する資料がほぼ完

成した。

７月２８日

８月１６日

～３１日

９月１４日

～３０日

１０月１４日

～３１日


